
◆ 関数の極限
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８．定数 aに対し、次の極限が有限の値をとるとき、極限値はいくらか。
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36. 次の極限が有限の値となるように定数 a , bを定め、そのときの極限値を求めよ。
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37. 平行四辺形 ABCDにおいて、辺 ABの長さを p, 辺 BCの長さを qとし、θ=∠BAD
とおく。ただし p > qとする。平行四辺形ABCDの内部の点 Pと 4本の直線AB, BC, CD,
DAとの距離のうちで最小のものを rとする。点 Pが平行四辺形 ABCDの内部を動く

ときの rの最大値を Rとし、最大値 Rを与える点 Pの軌跡を Lとする。次の問いに答

えよ。

(1) 平行四辺形 ABCD内に Lを図示せよ。

(2) 半径 Rの円の中心が L上を動くとき、円およびその内部が通過する領域の面積を

Sとする。Sを p , qおよびθで表せ。



(3) 平行四辺形 ABCDの面積を Tとする。(2)で求めた Sに対して
T
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38. nは 3以上の自然数とする。面積 1の正 n角形 Pnを考え、その週の長さを Lnとす

る。次の問いに答えよ。

(1) (Ln)2を求めよ。
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39. 座標平面上に点 O( 0 , 0 ) , A( 0 , 1 ) , B( - 1 , 1 ) , C( - 1 , 0 ) , P( t , 0 )がある。ただし、

tは正の実数である。また、線分 OA上の点および線分 BC上の点を通る直線 l：y = ax
+ bがある。次の問いに答えよ。

(1) 直線 lが正方形 OABCの面積を 2等分するとき、aを bを用いて表せ。

(2) 直線 lが正方形 OABCの面積を 2等分し、さらに直角三角形 OAPの面積を 2等分

する時、bを tを用いて表せ。

(3) t→+ 0および t→∞のときの(2)で求めた bの極限値をそれぞれ求めよ。

（2018 新潟大）

40. 座標平面上に A( 0 , 3 ) , B( b , 0 ) , C( c , 0 ) , O( 0 , 0 )がある。ただし、b < 0 , c > 0 ,

∠BAO = 2∠CAOである。∠BAC =θ, △ABC の面積を Sとすると、


S
0

lim


はいくらか。

(1)
2
7 (2)

2
9 (3)

2
11 (4)

2
13 (5) 左の 4つの答えはどれも正しくない。
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41. 座標平面上の曲線 C： xy  ( x≧0 )を考える。C 上の異なる 2 点 P( p , p ) ,

Q( q , q )( p > 0 , q > 0 )における、それぞれの法線 l1 , l2を考える。法線 l1 , l2の交点を

Rとする。以下の問いに答えよ。

(1) 点 Rの座標を pと qで表せ。

(2) qが pに限りなく近づくとき、線分 RPの長さの極限値を pで表せ。

（2017 九州大）



◆ 微分の計算
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６．a , bは正の実数とする。関数 axbxy  2)( について、y ’ = 0となる xの値を求

めよ。
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７．点 Oを原点とする xy平面上に点 A ( 1 , 0 )と y軸上を動く点 P ( 0 , p (t) )がある。

∠OAP = θ (t)とするとき、以下の問いに答えよ。ただし、t > 0 , p (t) > 0とする。
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９．媒介変数表示 x = sin t , y = ( 1 + cos t ) sin t ( 0≦t≦π)で表される曲線を Cとする。

このとき、
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10. 関数 f (x) = log( log x )の x = e2における微分係数 f ‘ (e2)を求めよ。
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12. 微分の定義にしたがって、関数 y = sin xの導関数を求めよ。
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13. 関数 f (x) = eax sin bx ( a , bは実数, b ≠ 0 ) について、f ’’(x) - 2f ‘(x) + 2f (x) =0 がすべ

ての xについて成立するとき、a2 + b2の値を求めよ。

（2019 自治医科大）

14. f (x) = - 2x (log x)2 + 3x log x ( x > 0 )とするとき、f ‘(x) , f ‘’(x)を求めよ。また、f ‘(x)
= 0となる xの値、f ‘’(x) = 0となる xの値をそれぞれ求めよ。
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微分の計算
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